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津波の恐ろしさ。宮古市役所提供映像  |くるま難命薇舞 な書椰:‐ 車両火災実験で明らかになった

(渋滞で動けない車を津波が・̈ )    |1年彗藤,φ簿イントは
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ご覧になりたい項目を選んで再生することが可能です(メニュー画面内容①地震②津波③火災④緊急時の心理と行動)

避難中に現れる

不可解な行動

●震災時の体験を語ってくださった被災地のドライバーの皆様、映像を提供くださった皆様のご協力がなければ、この作品を製作することはできませんでした。

この作品がこれからの防災に役立つことを願いつつ、心から皆様のご協力に感謝いたしま魂
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斎藤プロ″ シヨンは11982年より三十年にわたり交通安全教育ビデオー筋に制作を続けてきまし
た:1東日本大震‐災の被害0大きさt深さを知|れば知るほと「私たちも私たちにできることで何かしな
けれ

'ゴ

」と

'ヽ

う思|ヽ
'講

Iられまし.た:大1災書

't遭

遇した時にドラタヾ二tまどう行動すれ―ば危1険をIBIl避
できる|のかtlどう:すれば大切な命を守る|ことができるのか。巨大地震発生の危険が高まらでし`る今ヽこ
の課題に取り'組み:防1災 |‐交通安全教育に役立つDVDを作り、広く普及させることが私たちの使命
と考え制作にあた.りました:|
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実験映像
|などをカロえ1災書時||ドライバ■がどう行動すればよいのかを分りやすく緒いて―いま曳‐ | ■~■ ‐■‐

①地震の場合:ドラ1ク ■ヽはどう行動すれ|ばいいか    ④緊急事態、人間|あふ連と行動はどうな乞ふ■|| |
,「道路が波のように揺れて、′`シ
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ドル操作は無理」3.11当 日運  ●迫う津波1逃げる人と専!必死の輝難滉場を提えた衝撃映像

転していたタクシニ運転手の証言(岩手県大船渡市)   .■ ヵ`教えてくれたこと(岩手県陸前高歯市)● ■‐||| |‐
o地震時のドライバ=の行動につ
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●放置車1両が道を塞ぎt他の章が通行できなし`事態にならた.ら
どうする.か。(車両の撤去は何人で1竜1託がの実‐験1茨城県下鮭|
自動車学校におしヽて)  .   ||  ‐| |■  ~‐ .

②津波の場合tドライバーはどう行動すればいいか
,車を、家を津波が襲う恐怖の瞬間(岩手県宮古市)
●「渋滞で動けないところに津波が来て、のまれて亡くなった」被
災地のドフィン、■の証言(富城県石巻市)
●車の水没実験|でわか0た .こと6シァトベルトが外れない。窓が
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③火災の場合:ドライバ■はどう行1動すればいいか■■
1地震●後は火災が発生。壼力ヽら見た大規模1災災て富1城県気
仙増市).||     ‐  ■|  ■ |■■■||‐■‐
●‐事薔火災φ実験で分ちたこと。車は鉄あ塊tだが■三火がらく
と■タイヤあ破裂音でパニックにならずに落ち着|■対処する:||

1緊急時(1人間の1心理と行動にどんな変イヒーが現‐れるか。大久保
壽大.:日本大学名1誉教授(労働生理学)のテドバイス・‐ |

⑤普1段からの心構えで大切なこと        |
岩1手県:‐陸前高由自動車学校の指導員がアドバイス。緊急蒔●
三ュァル通りにはいかない。だからこそ避難Jll練を繰り返してお

くことが大事である。災害はいつ、どこで起こるかわからないも災

害を来てほしくない災いとして考えるのではなく、生活の‐部と

とらえ、常に心の中で備えておく。防災用品の一例。私はこんな
87」災用品を車に積んでいる。緊急脱出用工具を常備しよう。

⑥生き残るために               '|
生き残るためには、的確な状況判断と臨機応変な対応が求‐めら
れる。災害時、ドライバーが生き肇ぅか|ど
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-人ひとりのかけがえの|ない.命をみんなで支え―あうことができる
ょうな社会を目指すこと。それが東日本大震災の尊い犠牲に学
ぶことではないだろうかも―‐             |■ ‐
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お申し込み

お問合わせ

束 映 株 式 会 駐 教 吉 映 像 言 E
胃戻営業茫進室 戻京都中尺区銀座32]フ 〒]048]08● 03353536]3
関画営業推進室 大l‐高:し区梅日1]26  〒5300001 60663459026
広島出張所   晰 壻本日『52副 ビル202〒 73000]5808251卜 2066
福岡出張所   福岡市博多区中州4318 〒8100801 00922623]01

お買いJJま北辰映像株式会社
埼玉県さいたま市緑区三室2190-2
TEL 048‐ 810-5277  〒336-0911
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